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はじめに

2012年度の評価と
2013年度の抱負
~大学の視占から

2012年度は節電要請が強く、計画停電の通
達もありました。実際には、地域の節電が功を
奏し、升画停電には至りませんでした大学で
も、伶房設定温度の徹底や省エネルギー設備
導入な、で消費電力を引き下げることができま
しナ DEPは、掲示板での冷暖房温度調整の
啓蒙活動、EVE祭でのりサイクル活動、また、
アノケート調査による学生の意識調査など各
種の活動を積極的に進めましたこれからも学
生の目線からの力強い活動を期待します f
在、電力原料の転換からエネルギー単価が上
がっており、さらなる根本的な省エネルギー推

進が必要とされています学生を含めた市民
の省エネルギー意識の啓蒙、継続、強化に対
してまた、それらを含めた幅広い環境問題解
決に向けて、DEPとも協力しながらさらなる活

動を展刑していきたいと思います

2012年度の振り返りと
2013年度活動する

メンバ'へのメッセージ

今年度のキャンハスの省エネ化に向け九取
り組みにおいては、従来の取り組みを踏まえ
六上でより効率的で意味のあるアンケト調
査・温度湿度調査を目指して改善をイいまし
た。来年度からは、調査結果の分析や提案書
の質を上げることに力を注げるようになり、DEP
の活動の根幹である「省エネ活動」が今以上
に充実したものになるのではないでしょうか。
個別プロジェクトの活動においては、活動に成
果を求めて取弊且んでもらいました。それは、
自分の活動に誇りとやりがいをもってほしいと
考えたからですまた、活動が充実し様々な
立場の人から必要とされることで、DEPになく
てはならない存在にな0てほしいと考えまし
た実際どの個別プロジェクトも1年問頑張っ
てくれました本当に感謝しています来年度
は、今年度の経験と蓄積を生かして活動して
ほしいと願っています

太田哲男

同志社大学生命医科学部医情穀学科教授
省エネルギー推進委員会委員長

同志社エコプロジェクト
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理念

同志社大学において、学生・大学が共に
環境問題を世界的視野で捉え、その問題
解決に向けた活動を実践していくそして、
その成果を社会に対して還兀していく

'ーーーーーーーーーーーーーーーJ
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吉本篤規
同志社エコプロジェクト第6代学生リーダー
同志社大学経済学部 4年次生

DE畔且織図

0志社エコプロ、エクト(DEP)は『同志社大学省エネルギー推進委員会』の下に環
境活動を行大学組織として、2007年に設立されました。
『環境保全・実験実習支援センター』によるサポートを受け、子生メンノ'ーは運営
活動じ励んでいます活動体系は、省エネ活動や広報活動などの全体活動と環境
教育や映像制作などの特定のアプローチに特化した個別プロンクトの2つを'軸と
して、多角的な活動を展開する形としています

同志社大学
省エネルギー推進委員会

環境保全・実験実習支援センタ

同志社エコプロジェクト

^

申^^^^^^^^^^^^^^^,

轟

方針

エネルギー廃棄物自然環境の3分
野に主軸を置き、各分野の環境問題解决に
向けて大字の特性を生かし六多面的・継続
的アプーチを1丁っていく

1-ーーーーーーーーーーーーーー.■

部

本プロジェクトを未来につなげるための運営活動および、本プロジェ
クトの現在の活動が円滑に進むための運営活動を行う部署
活部

本プロジェクトの理念を達する、学生ならではの環境活動を実践・提
言していく部署。

全体プロジェクト
省エネ活動

広報活動

J
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京田辺校地

同志社口ーム記念館2階
RM210

活動拠点

今出川校地
継志館3階第1教室

劇 ローム記念館

個別プロジェクト
F0ⅢK(環境事業) E-pho(webサイト)

十E(環境教育) GO(国際交流)

^^^^^^^^^

知真館1号館

正門

11WⅡ辿

囲'回 ム出川
校地

^^^^^^^^
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あすみちゃんは、DEPのイメージ
キャラクターです

「あすみ」という
名前には「明日美」
「明日見」
「Earth美」など、
D印の活動方針を

大きく、また広義仁

表しています

京都御所

あすみちゃん

^^^^^^^^^^^^^^^
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別プジェト紹ノ

DEPの学メンバーはいずれかの個別プロジェクトに所属し、それぞれの個性を活かした活動を
ています 2012年度は4つの個男1」フロジェクトがあり、それぞれが定めたMissionとVlslonに従って
活動展開しています

GC
nicationn0の田各で、国GCは、 Global

際交流を通して環識を広めるプロジェクト

です。「国際的な視,'持って活動を行い、学
生を中心とした様々なの環境意識・知識が向
上する場を倉1」出する。というmissionのもと、留
学生を巻き込んだ企画を行っています。今年度
は、町秀ミカフェ、コカコーラエ場見学、エコクリス
マスの3つの企画を行いました。目指すは、「環
境知識意識を持つ人がスタンダードとなり、地
球人口=環境人口であるナ球」です。

Eh
を用いて環発を1丁う-ph0は、

エクトです。rDEPの活動写真やメッセー、'
ある写真を多く撮影する、継続的な環境活
追サイトコンテンツを創作することで環境
いて考えてもらい、さらには行動に移しても
'るようなサイトを提供する。」というmissionを
げいます。今年度は、同志社クローバーで
の止、環境MAPの作成を行いました。同、
大学同志社女子大学生が、サイトに

高め、た写真'テノツを通じて環境意
環境に, ます

^

●婁

9 、,,、F0ⅧKは7 度発足された ジェクト

多角的な分野から、長期的でかつ継続的1
実践を行い、地域社会にライフスタイルの
革をもたらす。」というⅥSi伽と、「100%学生
で環境事業の考案と実践を行い、地域ネ
の人々の環境意識の向上を目指す。」とし
う issi伽を掲げています。廃棄物班530(ご
ま、自然環境班NAIS(nature act if m
Shi田、六通班ThreeK(スリーク)の3つ旺で
編成され、ます。外部へのヒア1ノグや実

企画を地調

イ丁V、す。

度1 動紹2012

2012年度も、全体活動と個別プロジェクト活動の両立を図りながら、多くの企画を行うことができま
した。例年行われている省エネ活動や同社EVEなどの全体活動では、活動を繰り返すことによっ
て無駄を省き、質を向上させることができましたまた、個別プロジェクトでは、昨年度の経験や人
とのつながりを活かした活動が多くみられました E-ph0を筆頭にウェブサイトを活用する動きもあ
り、今後は活動の発信にも力を入れ、より多くの人を巻き込んでいくための良い流れができたと思
います。

1

ローム,己念館中間報告会【E・pho】

リーダー選挙

これであなたも食べ物博士?【+田

オリジナル写真立てを作ろう!【E 血0】

みんなで作ろう!手作りエコクリスマスj【Gの

エコ太とサンタとクリスマスの朝【+田

成果報告会【Four田

年問報告書完成

月

+E
+Eは、環境教育を ジェクトです。
十 E の「 E 」には、「 Ir o n m e n t j 、

rEducati0川、「Enjoy nt」の3つの意味が
込められています。r EPならではの環境
教育を創造し、感じ、え、動き出すきっか
けを与える」というVisionのもと、今年度は、
同志社クローバー祭、クリスマス会で2つ企

画を行いました。子どもたちに環境に対す
る愛着をもってもらいたいという想いをもっ
たメンバーが、環仁配慮できる人材の育
成に取り組んでいます

新入生歓迎会

全体活動

夏の省エネ活動開始

個別プロジェクト活動

環境MAP【E-pho】

夏合宿

最終成果報告会印・pho】

町家企画【Gの
キックオフイベント【FourK】

写真の撮り方講座【E・pho】

同志社EVEごみナビゲーション

冬の省エネ活動開始

コカコーラエ場見学【Gの

12

夏合宿【FourK】
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百工
省エネ活動とは

DEPでは、全体活動として、学生と大学の仲介役となる省エネ活動に取り組んでいますそもそも、「同志社大学省エネルギー
推進委員会」では、省エネ法の遵守や社会貢献のために大学の省エネルギー化やエコキャンハス化に取り組もうとしてぃまし
たそこで、学生と大学の仲立ちとなる存在として設立されたのがDEPですそのため、DEPでは全員参加が'、須の全体活
動として、2008年度より、エアコンの設定温度を夏期28度、冬期20度に一律で設定する取畔且みを行っています。また、活動を
円滑に進めるために、立て看板などによる周知活動や取り組みに関するアンケート集計、さらに、学生へのフォロー活動も推進
しています以下、2012年度の省エネ活動とその成果を報告します。

、

壱W膨に美る》.

、゛＼

靭Υエアコンの一律股定に
舗丁よる現状と学生の反応を
把握し、省エネ活動の方
針を見直すことを目的と
した活動です。京田辺と
今出川の両校地にて、
業時間内の温度湿度を
15分ごとに測定する実測
闘査と、学生を対象に
たアンケート調査を実施
しました。

2012年度の省エネ活動は、規模を縮小Lた代わりに中身を充実したものに
出来ました具体的には、温度・湿度調査において謝査時刻やその日の天気
や外気温・湿度を考慮したデータの分析、教室ビとに温度・湿度変化をグラ
フ化し、体感温度との相関関係を調べることと教室ごとの特徴分析、男女ご
とに体感温度の結果を集計し男女差の分析をhいましたこの結果から、よ
り具体的な改善策を提案出来ると考えていますまた、今後のよりよい調査
につながるように、調査自体の改善点を洗い出司、ことも,0がけました。今ま
でのアンケート調査で収集した結果とノウハウを生かし、これからもC呪排
出量削減を目指して大学の省エネに貢献していきます

周知活動

周知活動は、冷暖房がー
律設定であることを学生に
知ってもらい、取り組みに

対する理解と協力を得るこ
とを圃的とする活動です。
具体的には、活動を周知す
るポスターを立て酒板に掲
尓して設撮をhいました。
また、知真館1号館に設置
されている液品ハネノレでも

省エネについて掲赦してい
ます。

活動紹介

鸞

50ot(●

40otく仏

30o t(02

拠老書の作礎

20ot(仏

アンケート罰査や温度
湿度調査の結果を基に今後
の省エネ推進活動報告書を
作成し、大学に提出するこ
とで、大学の省エネ化を推
進していくことを目的と

ています。欧年度の省エネ
推進委員会に向け、今年座
の調査結果を分析し、報告
書作成を竹います

^

1780t・CO

10ot(仏

削減効果

859t Cα増加

0

不

2011年度 2012年度

^夏の(0誹出量
冬のCO ,朏量

26.49t・C02

知 1.20

知真館3号館

2012年度のC0排出量は昨年度と比べて859t増
加しました。昨年度は夏期、冬期ともに排出量を
半分まで減少させることができました。しかし今
年度は表や図を見ても分かるように、夏期の排出
量は削減tることができましたが、冬期の排出量
は増加しましたこれは気温が大きく影響してい
ると考えられ、今年度は例年より寒い傾向となっ
たことが火きな理由として考えられます。
2012年度の大幅削減に比べて増加傾向にありま
ナが、夏期の省エネ効果はしっかりと数値にも表
れていますこの流れを断ち釖らないよう、大学
と学生が体となり、さらなる成果に向けて省工
ネ活動を推進していく遭、要があります。

.^ー

メディア
恵道館
合計

夏期(6-9月末)

2011年度(tく00 2012年度(t(0)
66.10 M.68

.

2011年度 2012年度

園

."誤

含む

゛..

のづしの

18088

4425

16.41

1439

322.02

ナ ソ

来年度から電気料金が値上げされ、街エネは絲済【mでもより大きな意昧を持っよう
1、なります大学の収人の多くはみなさんからの学贄であり、大学はそれから砥気
ガス水道料金を支払っています。学贄を有効{、利用するためにも無駄を省き辿、要な
ところ1'必要なだけエネルギーを使用する仕組みが今まで以上に求められています。
大学のエネルギーの最大の使用者である学生が参加するDEPは、このような仕組
みのつとして活動していると位椴づけることができ、今後もよりし,斐とされること
でしょうエネルギーの使則者が自らエネルギーにういて号え、省エネ活動に取り組
むことは大変重要なことでt 学牛への啓装や秘極的な捉案を行うことが省エネ活動

への開わりであり、大学のみならず全ての学生への貢献だと思います。具体的な取り
組みにういては、大学が押し付けるのではなく、自ら考えご提案いただくことを期待
してお'りまt。また、これまで以ヒに省エネの啓装活動を盛り上げていただけること
も期待しています。

Y
【質問】

今後DEPが関わりを持てる水(お下仏いできる群)
また、今後のDEPに期待する噂は何でtか?

冬期(11月15日一12月末)

2011年度(t(0゛ 2012年度(t・CO0
23.80 31.64

169.68

41.70

13.29

14.86

304.22

U.03

9.40

738

3.66

8827

綿邪

58.58

1227

フ.00

529

1147フ
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省エネ
Q.1 低炭素キャンパスに向けた大学の省エネ活動の中で
ご存知のものに0をご記入ください(複数回答可)

8割以上の学生がエアコンの温度設
定を認知していることがわかります。 こ

れは校内に設置している28て設定を呼
びかける立て着板を目にしていることが

大きな要因として考えられます。しかし、
エアコン28气コ設定に比べ、他の認知度エアコン28゜C設定
が極めて低い結果となりました。発電さ

太陽光発電システム れた電力状況や使用状況を学内でもっ
高効率なヒートポンプエアコン と身近に感じることができれば、各家庭

や地域で電力を生産することが浸透すL印照明及びセンサー制御
るため、これらの認知度を向上させる必

省エネ効果を見える化する情報パネル
要があります。また、ヒートボンプ式エア

^知らなかった コンやLED照明とい0た環境負荷の小
さな設備は、使用者の環境意識に関係

600400 500 なく導入しやすいものです。学生の学
習環境を損ねないためにも、このような
゛備の導入は'、要なものとなっていま
す

全体回収数

男女ともに授業開始時に比べ終盤時の方
が、「寒い」「少し寒い」の割合が増え、暑
い」「少し暑い」の害11合が減っています。さら
に「適助である」と響える学生の割合が開始
時も終盤時も一番多いという結果になりまし
た。そして屶性と女性の違いに着目してみ
ると、授業開始時の「寒い」「少し寒い」の割
合は、男性6%、女性10%。終盤時の「寒
い」「少し寒い」の割合は、男性15%、女性
31%。授業朋始時の「暑い」「少し暑い」の
割合は、男性別%、女性51%。授業終盤時
の「暑・い」「少し暑い」の割合は、男性35%、
女性18%。つまり、伺じ設定温度であって
も、男性の方が女性に比べ「暑い」「少し暑
い」と感じやすく、女性の方が男性に比べ「
寒い」「少し寒い」と感じやすいことがわかり
ました。 弔

Q.2 授業中の体感温度はいかがです力、?

<授業開始時>

4%1%

133枚

846枚

.

<授業終了時>

3%

800

700

600

500

400

300

200

100

TCI-116

. '.

,

.

Q3 この温度で我慢できますか?

2%

授開始時

体感温度には個人差はあるものの、教室内の人口密度や送風機の位置、その日の気温や湿度によっ
ても変化することが考えられます大人数がーつの空問に長時問集まる場所では、全員が一様に快適
な環境でいることは困難であり、最適な解を設定することは非常に難しいことです。そして、授業開
始時に比べて終盤時の方が、設定温度による手戈慢できる人の割合が男女とも増加していることが分か
り、時問の経過が体感温座に影響していることも分かります。これは教室の席に座うていて動かない
ことや冷房にあたることで体温が下がり、我慢できる暑さになったことが原因だと考えられます。

TC3-117

TCI-116

我慢できる

6%

我慢できない

6%

TC3-117

K35

Q.効果や目的をもっとはっきり発信できな
いのでしょう力、?

A.これまでは5村に行われる省エネノレギー
推進委員会でのみこの結果が扱われてお
りましたが、来年度からは大学HPなどでも

発信を行い、結果が誰からでも見える形
で行クていこうと者えています。

題、[1]少し寒い 適切である

K35

少し暑い

FAQ

教室

京田辺

Q.教室の大きさに合わせて温度設定をで
きないのでしょうか?

A.教室の広さ、人口箱度の高さにより体感
温度が変化します。しかし、教室の中でも温
度分布にむらがあり、体感温度の意見が
異なるのも硫かです。したがって何゜Cに
すると最も満足なのかを判1折司、ることは
難しくなっています。今後はこのような
問題の解決に取り組む必要があります

今出川

TCI-118

TC3-117

教室回収数

265枚

448枚

M21

来年度の省エネ活動は、今年度の省エネアンケートを基にした28て設定に対する学生の
満足度を高める活動を精力的に行うていきます特に大規椣な設備を導人しなくても行え
るような活動から実施し、その後さらにアンケートをとり学生の満足度を調べていきたい
と考えています。その他にも、今出川キャンハスへの文系学部移転に伴い、今出川の学生
に向けた新たな場所でのアンケートをとり、さらに多くの学生の満足度を闘べていきたい
と考えています。

校地回収数

133枚

今後の省エネ活動

713枚

口
省
エ
ネ

オ
.



EVE

11月26~28日に、同志社大学今出川キャンハスでEⅦが行われました。

D胖メンバー全員で、学園祭中に出されるごみのり
サイケル活動を行いました!具体的には、キャンハス
内に設置されているごみ箱を回り、いっぱいになった
ごみ袋の回収や、来場者への分別指導にあたるスタッ
フへ改めてごみ分別のやり方を確認して回りました

またその時に、分別された使用済割り箸を口し、
段ボールに詰めました。そうすることで、後からりサ
イクル業名に郵送し、割り箸を紙資源にりサイクルし
てもらうことができます。

則E参加者の感想

EⅦ祭でのDⅡの活動は、各ゴミ箱のゴミ収集や割り
箸の分別、廃油の回収といった地道で大変な作業でし
た周りがやりたがらないであろうことを白らすすん
でやる、というのは抵抗はないといえば嘘になります
が、こうした日立たない作業も環境をよくするために
は必要なんだと思うと自然とやる気が出ました。普段
は賑やかな環境啓発活動の多いDEPですが、たまに普
段と異なる視点からの活動というのはいい剌激になり
ました

さらに、揚げ物をする模擬店や、近隣にお住まいの京
都市民から持ってきてもらった使用済みてんふら油
し、業名や京都市に受け渡すことで、京都市バス

や国内外の屯で利用されるバイオディーゼル燃料にり
サイクルしてもらえます!

仙用済み割り箸

京都市役所の方からのコメント

京都市では循環型社会の拙築と温室効巣ガスの削減
に向けた取組を進めており,モの実現には,次代の京
都を扣われるDEPの皆様をはじめとする市民人
人の行動が不可欠です今回の学園祭でDEPの皆様
が使用済てんふら抽の回収を通じて広く若い世代にそ
の重要性を訴えていただきましたことは,ボ来の京都
を守るための大きな歩となりました今後の皆様の
更なる御活躍を楽しみにしています

使用済みてんふら油

メンバーは1日、シフト卸」で交代しながら、これら
の作業を行いました。学園祭では本当にたくさんのご
みが出されます。周りが楽しんでいる中、真面日にご
みを回収して整理するのは本当に大変です。しかし、
自分たちの取り組みが学園祭の良い環境作りに貢献し
ているという実感があり、ごみのりサイクルに繋がる
活動をしていることが目に見えてわかるため、やりが
いをとても感じることができました。普段関わったこ
とのなかった他プロジェクトのメンバー問で交流でき
ることも、楽しく活動に取り組める1つの理由です。
日問の学園祭期闇中、参加メンバー令員でしっかりと
取り組めました。

紙資源

口

サステナブル・キャンパス・コン

テスト@北海道大学

ベン

バイオディーゼル燃料

2012年10月21日に北海道大学学術交流会館にて、本イ
ベントは行われました。

.

サステナブル・キャンハス・コンテストとは、北海道
大学(以下、北大)「持続可能なエコキャンハスにする
ため、学生の自由な発想や研究成果の応用を活かした多
様なプロジェクト案を募渠し、審査するコンテストで、
今年で3回目を迎えています。最優秀賞を獲得したアイ
デアは北海道大学の中で、実証実験が行われます今回
D畔メンバー3名が本コンテストの見学へ行きました

本コンテストは、大学キャンハスを持続可能にしてい
くアイデアを学生がプレゼンテーションし、北大の教職
員が、経済的・技術的実行忰やオリジナリティなどの観
点から密在するというものでした。第3同目の今年度は
,エコカーを使用した新たな北大内の移動手段の捉案、
※1)TFTによって食虫という自然な形で途上国へ募金し
ていく活動、北大榊内にコミュニティカフ工を建股し交
流拠点を作る案の3つが発表されました。多岐にわたる
サステナビリティに関する活動やアイデアを磯Kことが
でき、また様々な分野や作代の方と交流を11うこともで
きました

総括
集めた割り箸は計40k島使用済み天ふら油は27Ⅱに
もなりましたもし割り箸だけで紙製品を作ったとす
れば、 40k冨分(約10,0伽膳)でボックスティッシュ60
箱を作ることができます。また、回収した使用済み天
ふら油は走h距雌1760k皿分のバイオディーゼル燃料に
リサイクルすることができ、同じ量の軽油を使うより
もC02が699kgの削減できるそうです!環境保全に値接
的な効果のある,有意巽な活動をすることができまし
た

,叉,,仁.」,"0' 1
舞J昌

πチナプル.キ戸ンノ「え'コ'

※ITFT: TahleFor N0の略対象となる定食や食品を購人する
と、 1食につき20円の寄付金が、 TAB1ε FOR T脚を逓じて開発途
f二国のfどもの学校給食となる仕紕み。

エ.ココン

ーー=戸

2012年12月26日と27日に、東京の国立オリンヒッウ記念
青少年総合センターで開催されました

大学とエネルギー

毎年全国大学生環境活動コンテスト実行委員会主催、エ
コリーグ、国立青少年教育振興機楴共済でhわれている大
学生環境団体対象のコンテストです。令国各地の環境団体
が,各自の団体で行っている環境活動の紹介を行い、最も
影響力があり、その活動が高く評価された団体が優鵬とな
ります。今年は活動成果・分析力・巻き込み力・将来性・
継続性に焦点を当てた評価が行われました。

2012年11月17口に国連大学にて本イベントはhわれま
した

学生や職員が行う節悟等による省エネは、隈界を迎えてい
るのが現状です。そのため排出するC02を削減するには、炊
なるステップとして、太陽光ハネルや風力発遮に代表される
再生可能エネルギーを導人することを考えなけれぱなりませ
んそこで再生可能エネルギーの現状を知1り、いかにして大
学に導入するのかをシュミレーションしました。
始めに、「地域」における再生可能エネルギー導入例
が紹介され、原発と比較した際のその価値や性質につい
てお話いただきました次に,大学」における再生可
能エネルギー導入例が紹介され、再生可能エネルギーの
種類とメリット、デメリットなどについてお話いただき
ました。その後、大学」に再生可能エネルギーを導入
する際に考えることに関してお話いただき、学生が大学
に提言できるような手順や県が得方について教わりまし
た。最後に、大学への再生可能エネルギーの導入につい
て、立地と面秘、そして学生数の情報をもとに提案杏の
フォーマットを埋めるという形式のワークショップに参
加しました

.

同志社エコプロジェクトからはGCとFourκの部である
Threeκとが参加しました。 CCは環境X国際交流をメインに
Missino&vision、特に今年度最終企画であったみんなで
作ろう.手作りエコクリスマスj を中心に、括動に加わ
つてくれた留学*の動画を交えて活動紹介を行いました。
また、 Threeκでは立命館大学・大阪府立人学の学生と行っ
ている環境X交通X観光をメインに観光用レンタサイクル
の促進に向けた活動についてのプレゼンを行いました。プ
レゼン後、審査の前段階として審在基撫の5つの観点につ
いて他の団体・審査員を交えてネガティブな面とポジティ
ブな而について話し合いましたそこで得られた新しいア
イディアを基に再びプレゼンを行いました。以上の令段階
を踏まえた 1二で最終的な審在が行われました。結果、どち
らも入選には及びませんでしたが、 GC、 Threeκともに今後
の動き、将来性についての改等点が見えてきました CCの
活動は回ごとの企画で完結していまっていましたが、 こ
れからは末来につながっていくような企回を考えなけれぱ
なりません。 ThreeKでは、時代に沿った企画であることに

闇違いはないが、基盤づくりがまだできていないため、
ずは京都市や全国の白転車唖惰、そしてレンタサイクルの
現状を再度分析することからはじめることで改善していく
ことにしました。

^

ThNeK・CCともに入選できませんでしたが、全国のいろ
いろな学生団体の活動を聞き、同じ志の若者の意見を聞く
ことで刺激されました。今後同志社大学、そして京都市に
とってよりよい活動を行うことができそうです。また、エ
ココンで交流のあった団体と協力するなどして活動の幅が
広がりそうです

、、、、、

^

磁

^
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全体会とは&総括
DEPでは、月に1度メンバー全員が集まる全体会を行なっています。全体会の目的は、「環境に関する知滋面の憩
化」と「プロジェクト運営に必要なスキルアップと交流」です。2012年度は、会議力向上によりプロジェクト運営能
力を高める狙いを持った全体会や環境活動家を題材にして環境についての知識やアイディアを深めるような内容の全
体会もあり、全体会という場を上手く活用して、日頃の活動や企画の質の向上につなげることができました.

^

年間スケジュール
内容<担当>

4月:新歓&プロジェクト運営能力向上

5月:省エネに関するワークショップ<省エネチーム>

6月:会議力育成講座<0P会ほか>

7月:夏合宿予行<夏合宿運営チーム>

8月:夏合宿<夏合宿運営チーム>

,■

9月:自分や環境について表現<有志メンバー>

4月期全体会
4月期全体会はD貯の活動に興味を持つ新入生に加P
の雰囲気を感じ取ってもらう機会をつくることと、
現役D即メンハーのスキルアップ、そして、新入生と
の交流という目的でhいました。アイスプレーキン
グを行った後、ファソリナーターや議唖録などの会
議に必要な役割のレクチャーを具体的にhい,実際
に簡単な議題について、役割を意識しながら会議を
行いました。最後に『大学において、 D肝がどのよう
に活動できるか』をテーマとして各個人が思うエコ
なこと、エコでないことの意識を共有しながら具体
的な方法をグループワークとしてディスカッション
してもらいました。

<新歓チーム> 10月:クローバー祭での環境教育<E-pho&゛E>

Ⅱ月:同志社 EⅦでのりサイクル活動
<同志社EⅦチーム>

12月:環境活動家から学ぶ館教育問題
&1年間の振り返り<有志メンバー>

1月:エココン報告&リーダー選挙
<選挙管理委員会>

2月:ローム記念館PJへの参加に関して
<D雪Pリーダー>

3月:卒業生最後の全体会<卒業生>

、「■

12月全体会活動報告
12月期全体会では「メンバーの環境知識を深める」、
そして、「一年の活動を振り返る」という2つの目的で
hいました。環境問題といえぱ、あの人!」では、レ
イチェル・カーソンさん、ワンガリ・マータイさん、
DEP・OPの森川恵さんの環境活動の取り組みと原点、白
念をプレゼン形式で紹介しました。叫P・俳の鈴木
さんは環境問題に対する自身の考えをスヒーチして下さ
いました。「自分を見つめなおそうの時間では、
DEPで」「環境活動する」ことについて個人の想いや月
標をワークシートに記入し、グループで共有しました。
さらに、全体活動を今以上に活性化するためにどんなこ
とをするべきか、学年ごとに話し合いました

夏△下

<参加者の感想>
アイスプレーキングや会議などを体感して楽し
くD肝の雰囲気を味わうことができました大学内で
DⅡが活躍できることについて生き生きと話している
先輩たちの姿みて、 DEPに入ることを決心しました
a回生)

゛、"、リ

ラtず、,、

2012年8月18日(上)と19日(田、京都東山にある
京都トラベラーズインという旅館にて、毎年恒例の1泊
2日の夏合宿を行いました。今年のテーマはプロジェ
クトカの向士.」です例年の環境に関連したブーマでは
なく、プロジェクトという点重きを識いた夏合宿でした

概要

憂合宿内容

勉強会
環境市民事務局長の堀孝弘様を講師に招き「エネルギ
一問題について現状と「私達学生に出来ること」をテ
ーマに講演していただきました。エネルギー問題の現状
について奥深いところから身近なところまで、多様な視
点から説明していただきました。

レクリエーショ
伝戸ゲームなど3つのゲームを行ないました。現役メン
バー同士はもちろん、OPと現役メンバーの良い交流の場
となりました。

OPとの対話
雨天により予定したプログラムが中止ιなうたため、急
遅4人のOPメンバーに現役メンバーとの対話の時問を頂き
ました。それぞれの他己紹介や過去の夏合宿の話などとて
も貴重なお話を聞くことができました。

各チームの講座
ーコミュニケーションチームー
「惡い会話の仕方」「良い会話の仕方」を客観的に見て
もらう二とで、その違いを尓しました。その上で実際に
参加者にも会話してもらい、会話というコミュニケーシ
ヨンの難しさを実感することができました。

<参加者の感想>
環境活動家にスボットを当てて様々な環境問題に対す
る想いや活動の原点を知ることができて、とても有意巽
な時問を過ごすことができました。また、自分たちの活
動を振り返り、活動の原点を見直す良い機会にもなりま
した(4回生)

タイムスケジュール

11日田
12:30

13:00~ 14:30

14:30~ 16:00

16:30~18:00

20;00~22;00

22:00~

【2日目】
6:45~フ:30

9:10~14:00

14:00~15:00

巧:00~16:30

開会宙言+趣旨説明

,諺師を招いての勉強
レクリエーション

OPとの対話

前日準備

交流会

^

^

ラジオ体操

講座
結果報告+振り返り
全体会

夏合宿の流れ

今回の夏合宿の目的は、メンバーのプロジェクトノJを
向上させ、後期のプロジェクト活動につなげてもらう
とでした。 7月期全体会で、上半期の各プロジェクト
動における4つの課題点コミュニケーション」「スケ
ジューノレ」「ミーティング「広報」を洗い出し、夏合
宿でその課題点を改善するための講座を開講しました。

ーミーティングチームー
40分問の模擬ミ▲ティングを演じ、各ポイントの注意点
を参加者に質問をしながら確認していくという:捌坐でし
た。普段のプロジェクトのミーティングを援り返0ても
らう良い機会となりました

.

広報チームー
既存プロジェクトそれぞれにあった広報の仕方を説明し
た後、各プロジェクトに分かれそれぞれのプロジェクト
に沿0た広報対象(子ども留学生など)に対しての広
報を実演してもらい実践力を付けることができました。

.
.
ースケジューノレチームー
企画を行う上での案出しから企画本番までの流れを、双
六で表しました。コマを進める中で「企画書の畏出」や
「りハーサル」など各行程でのポイントを学ぶことがで
きました。

振り返り
講座を作るにあたり、良かった点、改善すべきだった
点についてチームごとに振り返りました。またメンバー
個人では、講座に参加して気づいたことをもとに後期の
活動の目標を立てました。

夏合宿最後の振り返りで、メンバーそれぞれに後期の
プロジェクト活動で4つのテーマにおいてどのように貢
献する二とができるかを考えてもらいました。普段忙し
いDEPメンバーにとって、7月期全体会からこの夏合宿に
かけて、上半期のプロジェクト活動を振り返りそれを踏
まえて下半期の目標を立てるのは非常にいい経験になっ
たと思、います

総括
一
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町家企画

エコクリスマス止U

Ommunication

飛躍

<Plan l>

カコーラエ場見学

町家

§べ今

今年のGCの目標は、最低2つ以上の企画を行う」「多くの参加者を集めるということでした
その目標のもと、企画の対象を主に同志社大学の留学生にしぼり、どのような企回をすれぱ
楽しそうだと思ってもらえるかをみんなで考えました。

口

「町家和rld cafe」は、アイスブレイキング、ブース企
両、ワールドカフ工の3部構成で行いましたアイスプレ
イキングでは、韓国や巾国から来た留学生6名とGCメン
バーが白己紹介を行い交流しました剤学生の中には
友達向上で来た人もいましたか人で来た人もいて、こ
こで少し緊張がほくせ1た様子でした
国汽てゲーム行い、楽しみま

てつ 2012年7月7日に、春学期2回目の企画として「町家和rld cafe」
を四条京町家で行いました。日本の伝統からエコを学んでもらうと
いう目的で、町家という日本の伝統的な建物を会場に選びました。

プース企画では、「食べ物」内然もの」「ごみ」「建物
」の5つのテーマに沿ったプースを設けて、それぞれ15
分程度の体験型の企画を行いました「食べ物」のブー
スでは昔ながらの食を通して『もったいない』精神をプレ
ゼンしました。「自然」のプースでは日本の農業から学べ
るエコを紙芝居で発表した後、藁工作を体験してもらい
ました。「もの」のブースでは風呂敷を使って、ヘットボト
ルなどのものの包装の仕方を体験してもらいました。「ご
み」のブースでは江戸時代のりサイクルについてクイズ
を交えて考えてもらいました「建物」のブースでは伝統
ある町家で、建物にあるエコを写真を通して学んでもら
いました
参加者は3つのグループに分かれ、それぞれのブー
スを回ってもらいましたプレゼンやクイズ、工作など様
々な方法でエコを楽しみながら学んでもらいました。

<Plan2>

リールドカフ工では、各国の留学生とGCメンバーが3つの
テーブルに分かれ、テーブルに般かれたテーマに沿って
話し合ってもらい、'定時問が経ったら次のテーブに動い
てもらう形式でエコについて話し合ってもらいました。留学
生ならではのおもしろい意見も飛び出したり、出身国によっ
て迩った意見が飛び出したりして、GCメンバーも勉強にな
りました

コカコーラエ場見学
Focusin宮'onEnvir011Ⅱlental onsider肌ionby lobal ompany

2012年6月24日、コカコーラ京都工場にて留学生を対象とした企画を行いました。普段利用す
るこどの多いコカ・コーラの商品の製造過程を見学し、企業の環境に配慮した取り組みを勉強する
ことで、今後の生活でコカ・コーラの商品を手にする際にその環境の取り組みを意識できるように
なってもらうことを目的としました。

日本の伝統XGC-

in campus

工場見学に行く前、ローム記念館オープンスヘースで飲料企
業が取り組む環境配慮についてのプレゼンをhいました。コーヒ
ー・紅茶・ヘットボNレに焦点を汽ててクイズなどを交えながら留
学1の方々も参加できるような形式にしました留学生の方々は
ヘットボトルが植物を材料にして作られるということに驚いていま
したまた、使用済みのコーヒーかすが肥料に使われていること
にも鮮いていました。この時に京都新聞の方が来られ、翌臼の25
Uの京都新聞山城版に記喫が掲蔵されましたその後、環境に
配慮した商品を考えて絵に描いてみるという絵コンテストを行い
ました留学生らしい絵がいろいろ描かれていて大変楽しんでも
らえました。留学生へのプレゼンが無喫に終わり、やっとコカコー
ラエ場への見学に出発しました。
移動には、バスと電卓を使いました。バスの移動111、留学牛の
みなさんから、1場見学が楽しみで仕方がないという雰剛気が
感じとられました。

「田f家和rld cafe」は、この2週1剖前に11つた「コカ・コ
ーラエ場見学」企画とはまた違った体験参加型の企画を
hうことで、留学生同上や留学生とGCメンバーとの距睡
も近くなり、お互いに楽しい企画になりました
また、ワールドカフ工を通して留学生と意見交換するこ
とで、GCの企画における新たな意見交換の形を実現で
き、GCのmissionにある「環境意識・知識が向上する場」
が提供できたと思います。

飲料企業が行う環境配慮

「三万三ニヲ] 9^可1.^^.・

「、石而一、「 巨二F^1ーーーーーー^

「石蚕雨^ ーーーーーー^

境問睡に興眛をもってもらえた企画となりましたそして、
DEPメンバーも環境に関しての知識を深めることができまし
た

、

ー゛

、「^

巳力

ヂ属ゞ.、
ι11.鳥.
,'!●.f..'t

'顧曝

京都新聞山城版で紹介さ版で紹介されまけd !紹介されましたU .紹介されまけd u
in Factory

コカコーラエ場に着くと、始めにコカコーラの歴史や環境配慮
などに関するムービーを見ましたムービーは非常にわかりやす
いもので、留学生の方々にもわかりやすかったようですその後、
τ場内を見学しました工場のスタッフさんが所々で環境に関す
るクイズを出してくださいました。クイズを出されたとき、留学生は
それまでの楽しい雰囲気と転して真剣な而持ちで問題を考え
ていました。これもムービーと伺じでわかりやすく、興昧深いもの
でした。さらにクイズを進めながら工場内を進んでいくと飲料を
製造しているスペースに来ました。そこでは大きな機械力丸、くつ
も並べられており、いつも私たちが飲んでいるへットボトル本を
作るのにこんなにも大きな機械が使われていることに驚いたとと
もにこれだけ火きな機械を使っているから電気の使用量とかが
多いからやはり環境に配慮したことをしていかないと環境に良く
ないということを思い知らされました。留学生に対して少しでも環

2012年6月25日
京都新聞山城版より

^

XGC,

今回の企画の良い点は、環境についていろいろ知ってもら
えた点です。改誓すべき点は、この」二場見学で学んだことが
その後に活かされているのか確認できない点です今後、
留学生のフィードバックを強化しなければならないと思いま
す令体で見ると、今回は留学生の参加人数が多かったこ
とに加え、豊富な環境の知識を留学生に知ってもらえてよか
つたです
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<凹血3>

みんなで作ろう!

手作りエコクリスマスD
2012年12月9日日曜日に同志社大学京田辺キャン
ハス新別館大議室にて、今年度最後の企画である「み
んなで作ろう!手作りエコクリスマス刈を行いました。
ワークシヨップや手作りのエコな工作、交流会を通して
留学生とクリスマスを楽しみな力ら環境に関る識や
知識を共有することを目的としました。
企画対象の学生は同志社大学に通う留学生だけでな
く、同志社大学に通う日本人学生も対象としました。当日
は日本、アメリカ、斡国、中国、ドイツの学生が集まりまし
た。

アイスブレイキングの後、ワールドカフ工でいくつかの
テーマを設定して意見交換を行いました。「世界の冬の
過ごし方」というテーマでは、参加者の出身地域の冬の
環境や温まるための方法などを紹介しあいました。「エコ
で連想するものは」では、それぞれの国独特の技術や考
え方、取り組みが挙りました。「今からできるエコ」では、
エコバッグの利用やMレのタンクに水の入ったぺットボト
ルを入れるなどの方法が挙りました。「世界のクリスマス」
では、参加者の出身地域での有名なクリスマスイベント
を紹介しあいました。

新
今回のエコクリスマスでは日本人学生も公募した
ため、日本人学生も多く、留学生も幅広い国籍の方
々に参加していただきました。企画の手伝いとして
斡国人留学生3名が関わったため、留学生から留学
生にプレゼンを行うという新しい試みも行われまし
た。留学生が企画に関わることで、自分たちの企画
が留学生にどう受け取られるのかを確認しながら進
められたり、新しい知識や価値観を共有したりする
ことができました。

&

その後、今年の冬をよりエコに過ごしてもらうために、
様々なエコエ作を行いました同志社大学のEVEで回
収した廃油と各自持ち寄った熱容器、キリスト教文化
センターから譲っていただいたクリスマスツリー点灯式の
際に使われた竹のキャンドル立てを使って、廃油キャン
ドルを作りました。また、里山で拾ってきた松ぼっくりでケ
リスマスリースを作ったり、市販の「お絵かきWr8Dpy!を
用いて持ち寄ってもらった水筒またはへットボトルを自分
でデザインしてマイボトルを作ったりしました最後に企
画側に回ってくれた韓国人留学生から、韓国の冬、食べ
物などについてわかりやすく紹介してもらいました

春学期は毎週月昭日、秋学期は毎週水昭日
の昼休みにご飯を食べながらおしゃべりをす
る交流会を行いました。この交流会は留学生
とのつながり、ネットワークを作るために始
めました環境要素は特に入れず、ここで交
流を楽しみながら企画の告知を行いました

From 留学生
2012年5月の末からGCの交流会に参加し、またGCの
色々な企画に参加しました。そこで感じたことが多く、実
際にGCのみなさんど企画をつくって行きたいと思いまし
た私たち留学生の側で感じたものをもっと活かして企
に役立ちたいと思い、GCに入ることになりました。

交流会中は、さつまいも、じゃがいもの皮を使ったせ
んべいや、皮ごと食べられるキャロットケーキの紹介を行
いました。また、D哥の紹介や参加者同士の自由な意見
交換も行いました。

+E

ランチタイム

交流会
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食べ物博士?
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~環境教育~
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<飛躍の一年>
今年は計3回の企画を行うことができ、毎回の企画で
10人以上の参加者を集めることができたので、目標を着
々と達成することができました。留学生とのつながりを持
つことができ、企画のりビータ^できました。年末には、
いつもは参加者側だった留学生3人を遂にGCの正式なメ
ンバーとして迎えることができました。これで今後の企画
をより充実させ、留学生の方々がより楽しめるような企画
を行うことができそうです。
しかし、企画の度に津備不足などの課題も見えてきま
した。また、企画の参加者は京田辺校地の学生が多く、
今出川校地からの学生をほとんど得られませんでした。
京田辺校地にはアジア出身の留学生が多く通うため、ア
ジアからの参加者が集中しました。これからはキャンハス
が文理別に分かれるので、両校地での広報が可能とな
ります。した力工うて、いろんな国籍の参加者を得られそう
です。より多くの異なる文化の人々と交流して、各国での
環境事情を送受信することでこれからも環境について考
えていける人々を増やしていきます。
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2012年Ⅱ月3日士曜日、4日臼曜臼に、同志社大学で
クローバー祭が開催されました。+Eは、教室出店のひと
つとして、京田辺キャンハス知真1号館Ⅱ0教室にて企
画を行いました。小学生を対象に、f供述の食へ残しか
少しでもなくなることを目的としました。

新!
エコ太とサンタの

クリスマスの朝

2日間合わせて、約100名の子ども達が企画に参加しま
した。その中でも比較的多かったのは、小学校低学年・
幼稚園児です。本企画では、紙芝居、食材の栄養バラ
ンスを学ぶ力ードゲーム、野菜か出来るまでの過秘を学
ぶすごろくを行い、「食べ物を残さず食べることはいかに
大切か」を学んでもらいました。すごろくや力ードゲームを
用いることによって、退屈せず、楽しく学んでもらうことが
できました。食べ物ごとに栄養バランス表の赤・黄色・緑
のどれにあたるの力吃子ども達に質問してみたところ、
ぐに正答を答えるまでになっていました。企画の最後に、
野菜博士メダルを配布し、企画を通して感じたことを宣
言として書いてもらいました。企画前に「ビーマンが食べ
られない」と話していた子どもが、メダルに「ピーマンを残
さずに食べる」と書いていました。このように、企画前後で
心境の変化が見られる子どもが多く見受けられました。

Environment

Education

Enjoyment

2012年12月15日士曜日に、京田辺市田辺区公
で行われたケリスマス会のプログラムの中で環境教育を
行いました。対象は、田辺区の子ども達及びその保護者
です。
午前の部と午後の部の2回にわけて、紙芝居とOXウ
イズを行い、それぞれ約100名の子ども達と約20名の保
護者が参加しました。紙芝居は「クリスマスX竹エネを
テーマとしたもので、サンタさんが子どもたちに省エネを
意識するようお願いするという物語でした。OXケイズて
は紙芝居をもとにして、H常の竹エネに関する問題を出
しました。紙芝居・OXクイズを通して、日常生活のどの
場面で省エネを意識すればよいか、子どもたちに考えて
もらいました。子供たちは積極的に取り組み、OXクイズ
ではほとんど全ての問題に正解することが出来ました。
100人もの子どもたちを対象としたため、まとめるのは大
変でしたが、保叢者や田辺区の方々の協力のもと、無事
成功することができました。

☆それぞれの自佑に☆

今回作成した力ードゲームや紙芝居を今回だけで終
わらせるのではなく、今後の企画でも再度使用するなど
して、企画のパッケージ化を進めていくことが可能だと思
いました。今回の企画は、+Eメンバーが独自に紙芝居
のストーリーやゲームのルールを考え、カードなどの翠備
物も自分たちで作成しました。
この経験を通して、協力すればーから企画を作りだす
ことができると確信しました。この確信は、メンバーそれ
ぞれの自信になったと思います。
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☆2つの教訓☆

今回の企画から得た教訓が2つあります。1つ目は、子
ども達の集中力を低下させないように時間配分を考える
ことです。企画内容にぱかり気を配ってしまい、時問配
分まであまり考えることができませんでした。2つ目に,企
画の中で盛り上がる場面も大事であるということです。子
ども達の感情は場の雰囲気も関連しており、盛り上がりに
欠けると集中力も低下してしまいます。今後このような大
勢の子ども達を対象とした企画を行う際は、この教訓を
活かして取り組みたいと思います。

☆1年を終えて☆

この年問を通して、いかに楽しさと学びの部分を織り
交ぜるのかが重要だと感じました。ケローバー祭では、や
はり学びよりも楽しさの方が勝っていた基"ような印象
を持ちました。また今どれだけの子ども達がクローバー祭
企画のことを覚えてくれているの力、考えると、中にはもう
忘れてしまって1喝子供達もいる力鴫しれません。企画が
終わっても、子ども達の記億に残るような企画作りが必要
だと思いました。企画中では、メンバー自身も企画を楽し
みながら行う姿勢が見えました。自分が企画を楽しいと
思えなければ、子と池達も企画を楽しいと感じることはで
きません。今回の企画での反省点は次に生かし、良力、つ
た点はさらに伸ばして、さらにハワーアップした環境教脊
を創出したいです。
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始動、
<キックオフミーティング> ~スタート!!~
2012年5月26日に同志社大学今出川キャンハスにてキックオ
フMTGをhいました。「参加者同士の交流を深める」ことと、「京
都市について知る」こと、そして「闘べ学習の方法について学
ぶ」という3点を目的としました。

イベント『日は、まずプロジェクトの今年1年問のスケジュール
と目標を確認し、アイスブレーキングとして自分の住んでいるま
ちの紹介をhいました。モの後、京都市内を散策し、環境に配
慮された取り組みを探し、たくさんの建物やお店を見て回りまし
最後に京都市内の各区の特徴を知るために、グループごと
て調べ学習と発表を行いました。
5月にhわれたイベントということで、1回生と2、3回生の良い
交流となり、活動を始めやすい雰囲気作りができました。また
アイスプレーキングでは、普段過ごしている向分のまちの魅力
を新たに見直すことができ、京都市内の散策では、普段の生
活では気付かないような、環境に配慮した取り組みを多く見つ
けることができました。
プロジェクトを新しくスタートさせる上で、最も重要となる雰囲
気作りをうまくできたことが番の成果でした。参加者同士が
詐とでも壁を感じることなく話すことができ、難しいテーマの中
にも楽しさをもって取り組めていたことがとても素晴らしいことで
した。実際にFourK全体として活動するというよりも、グループ
に分かれて活動するという場面が増える手前、一体感を持つこ
とができたということも、大きな成果として挙げられました。

口
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交通

自然環境

廃棄物

環境活動を行う上で最低隈知っておいた方がいい言葉を扱っ
たため、単純に理解を深められたことは成果として挙げられま
すまたお亙いの進抄状況も確認でき、有意羨な時間を過ごす
ことができました
それぞれの言葉で表す範囲が與なる巾、どこに重点を羅くかを
しっかりと判断し、各々のスキルアップにつなげることができたこ
とは素時らしいことでした。2回生を巾心に、凋べ学習の方向性
やプレゼンの作成がうまくできていたので、目的とはまた違った
部分での成長を感じることができましたまたお互いの進捗確
認から、活動への意欲も高まり、新しい発想や今まで感じなかっ
た気づきを得ることができました

<夏合宿>~ステップアyプ~
2012年8月10日、11日に同志社大学今出川キャンパスにて
夏合宿をhいました巷1』あふれている環境に関する言葉に
ついての知識を深めることとプレゼンカを高める」ことの2点
を目的としました今回の夏合宿は「勉強会」をテーマとして行
いました形式は、環境に関するある言葉について淵べ学習を
行い、それを参加者にわかりやすくプレゼンをするというもので
した。プレゼン後に質問を受け付け、わかりにくかったところを
中心に再度インプッ陀行い、完全な理解を得るために、3度調
べ学習とプレゼンを繰り返しました。3つのグループに分かれ、
それぞれが選択したテーマは「グリーン経済」と「再生可能エネ
ルギー」、そして「グリーンウォッシュ」でした。

チームテーマ
観光地の交通渋滞を問題とし、レンタサイケルによる郷光を^ることで、その問題の解決に取り組んでいます
人々の意識の中にある観光方法の選択肢に、「自転車」を浸透させることを目標としました

今年度の取り組み
大学生を対象に自転車観光の楽しさを知ってもらい今後の利用につなげることと、「エコな乗り物である自転車を体感することで、
環境について考えるきっかけを作り出すことを目的として、レンタサイクル観光のイベン陀実施しました。イベンNネH月18日に行
われ、大学生10人に対して京都観光のツアーを行いました。京都駅を出発し南禅寺、平安神宮、条城を観光し、始めの京都駅
へと戻ってくる行程でした昼食時にはワークショップを開き、実際に乗ってみた感想や、自転車がエコであることを示す数値を用
いて今後普及に必要なことについて参加者と緒に考えました。

結果
レンタサイクル観光を実際に体験してもらえたことで、今後の利用拡大につながりました。またワークショップを通じて、観光と環境
問題の関連性についても学んでもらい、意識してもらうことができました体験と知識を提供できたことで、観光以外でも自転車利
用そのものの有用性を理解してもらい、臼常、観光双方での自転車利用の促進につながりました今回は京都市内の大学生とい
うことで対象が限定され、レンタサイクル観光を推し進めるうえでの規模が足りませんでした。今後は学生のみならず、民問、行政
と協働で対象をより広くしていきます

<成果報告会> ~今年度の振り返り~

2012年12月23日に同志社大学今出川キャンハスにて行いま
した「今年度の活動を振り返り」とともに、「企画力、プレゼンカ
の向上」を目的としたワークショップを行いました。
企画力、プレゼンカを高めるために、まず講座形式でそれぞ
れの効果的な方法について紹介し、グループごとに分かれて、
テーマに沿った企画内容を考えました具体的なテーマは、新
歓イベント、学園祭、地域との連撰イベントの3つで、環境に絡
めたたくさんのアイディアを考え、典有することができました。さ
らにその後、それぞれで考えた案の巾で1番気に入ったものを
企画舎としてまとめました参加したメンバーの中には、企画書
を書いたことがないメンバーも多くいたため、先程と同様に講座
形式で方法を紹介し、個人の意見をまとめることとはまた違った
難しさを体験しました
振り返りでは、エココンに参加するThreeKの予行をメインに、
530、NAISの1年問の活動をそれぞれ5~10分程度で振り返りま
した。

今回の全体会は主に1回生が講座の作成やテーマについて
考えました。初めてワークショップを作るにもかかわらず、「企回
カ」という難しいテーマをとてもわかりやすく紹介し、皆のスキル
アップにつなげることができたのは、本当に素晴らしいことでし
た。さらに大阪大学環境サークルGECSから、4名もの人がワーク
ショップに参加してくださったため、ワークショップの際に普段と
は違った色のアイディアが生まれたため、とても充実した時間を
過ごすことができました。

^

ThreeK (交通)

FourK

チームテーマ
自然の保全と保護を目的とした活動を
目指しています。学生主導で行うには知識や
つながりが少ないため、実際に活動している
NP0を中心に協力して活動を行っています。

NAIS 噛然環境)

/

今年度の取り組み
今年度は大学付近でNP0が主催している
4つのイベンNこ参加し、自然環境の保全や
保護の方法を実際にフィールドワークで学び、
学生が協力できる部分について探しました。

^

結果
京田辺市を活動の拠点としているNP0と
つながりを作ることができ、来年度以降の活動を
京田辺市に移して、京田辺市の住民と自然環境を
結びつけるような活動を行っていくことに、活動
方針を固めました。

喬一邑
ー^

ノ

＼
認0(廃棄物)

チームテーマ
同志社大学で に関する活のモデルを作り、
京都市内の他大学に発信することを目標にしています

今年度の取り組み
寿学期は古紙回収のモデルの作成、
秋学期はマイボトル普及活動をhいました
古紙回収では、片側のみが使用された紙を集め、
再利用してから回収する方法について考えました
マイボトルの普及活動では、大学内にある生協や
食堂などと連携してボイント制度の捉案や、
啓発用のポスターを作成する活動をhいました

結果
古紙回収では、個人情報のセキュリティの甘さから、
大規模に行うことは許可されず、新歓期など特定の期問
のみの実施を前向きに検討していただけることになりました
またマイボトルの普及活動は、啓発用のポスターの作成に
とどまっています。

.



E-pho

環境
4月~2月の計6回に渡り、大学の正門~興戸川原
谷の手前、西門~大学駐輪場、西門~正門、南門
~大学駐輪場の4コースを歩きました
12月末頃から環境MAPのコンテンツとしての作業を
始めました。

日の様子

環境MAPの作成は2012年度の活動の中で最も重
きを霞いていた活動でした。
校舎周辺の道のゴミを拾い、
その写真を撮影することで、
学生自らが日常の中で自然 .

と向き合い、資源の大切さを
見つめ返すことのできる、気
づきとなるようなコンテンツとして、環境MAPを製作
しています
実際にキャンハスのぐるりを歩いてみると、通学路に
は学生の捨てたと思われる飲みかけのカンやへット
ボトル、たばこの吸い殻、ビニール袋や衣類、粗大ご
みにわたるたくさんの極類のゴミが見つかり、持って
hつたボリ袋いっほ々、にゴミを詰めて帰っていました。
また、ゴミの写真だけでなく自然を写した写真も多く
撮影し、年を通した環境MAP製作のなかで、京田
辺の豊かな自然の移ろいを感じることもでき、環境を
視覚的に捉え、それを発信するというE-ph0の活動
理念にとてもよくかなった活動であったと思っていま
す

、2012年度の同志社口ーム己念館ロソエ
ケトに採択されたプロジェクトです。1年間の活動,定を
市前に決定した上で4月に新入牛も加え、活動を進め
ていきました。

走り出しナ^画
メインコンテンツとして環境MAPの作業を進めてい
く中で、今年度は写真やイラストレーターの技術の向
上、喪源の大切さの見直しなど、E-ph0メンバーそれ
ぞれが、なにかしら新しいものを得ることができたよう
に思います。
環境MAPは走り出したばかりのコンテンツで、まだ
まだ改良すべき点などは残っていますが、これからた
くさんの午月を重ねて、環境MAPをEph0のつのメ
インコンテンツとして確立していきたいです
来年度は環境MAP第2弾として、キャンハス内の環
境MAPを作ることを考えています

Ⅷ日の様子

また、ゴミ拾いをすることで、普段力、らキャンハス生
活のなかでお世話になっている清掃員の方々や、キ
ヤンハス近隣の住人の方々ともコミュニケーションをと
ることができ、E-ph0やDEPとしての活動を認知して
もらうこともできました。
また、12月末ごろから本格的にコンテンツとして完成
させるための作業工程を並行して行い始め、地図を
作る作業は、主にイラストレーター(Adobe
ⅡIustrator)をー)かってすすめていきました
ほとんどのE-ph0メンバーがイラストレーターでの作業
は未経験のものが多かったのですが、実際にコンテ
ンツを作っていく過程でイラストレーターに慣れ、実戰
による経験を積むことができました

オリジナル写真立

Ⅱ月3日、4口に、同志社大学でクローバー祭が開
催されました。E・ph0は知真館1号館1141,室にて、
オリジナル写真立てを作ろう!と題し、主に子ども
たちを対象に企画を行いました木企画を通して子ど
もたちに自然や環境についての興眛や知識を深めて
もらうという目的のド、写真立て作りがスタートしまし
た

撮り方講座
雨の降る6月16日の午後3時から、京阪祗園四条の
小さな力フェ、cafe Greenで写真撮り方講座が開催さ
れました。

当日

当

汽日は、来場してくれた幼稚園児から小学生のグ
ループに対してメンバー1人がつき、まつぼっくりなど
自然の中から入手できるもので写真立ての飾りつけ
緒にしました。その後、ボンドが乾くまでの時間に、
光合成や紅葉など自然に関連する様々な項目を説
明した模造紙を用いて、メンバーが説明する時問を
設けました。最後にE-Dh0がこれまでの活動で撮影し
てきた自然の写真を、写真立てに添えてプレゼントし
ました。
想定以上の人数の参加者が来てくださり、堺前に用
意していた写真立てのフレームが足りなくなってしまう
ほどでした全行程の中でたくさんコミュニケーション
をとることができ、ほとんどの方々に満足して帰ってい
ただけました。またそれだけではなく、参加者にDEP
の活動について知っていただけたと思います。

rHPに載せる写真、どうせなら素敵な写真を蔵せた
い!」そのような思いから写真の撮り方を学ぼうと、と
あるカメラマンに開催していただきました。この講座の
受講生はEDh0メンバーの4人と、まさに少人数クラス
でした露出光の設定など撮り方の基本知識から、私
たちが環境MAPなど普段の活動で撮るときのコツ、人
の被写体をかっこよく撮る方法など、様々な方法を写
真を撮りながらアットホームな雰囲気で教えていただ
きました今までオートモードで当たり前のように撮っ
ていた写真もつの設定を変えるだけで見違えるよう
な写真になりました初めて知ったことを忘れないよう
にメンバーは必死にメモをとりながらも、写真を撮るの
に夢中になっていました

の様子

也

様子

基礎から学ぶ

環境への関心を

この講座ではカメラを触りながら楽しみつつ学ばせ
ていただきました。しかし、重要なことは、ここで学んだ
ことをここで終わらせず、これからの活動をいかに活
かし、DEPメンバーに教えられるかということですこの
年問、E・ph0は白分たちの活動に限らず個別PJの
括動の写真を搬る機会をたくさん与えていただきまし
た k手に撮ってくれてありがとうその葉が排
鋭しく、講座の成果を実感することができました

などの工夫をし、さらに多くの人に見てもらうことで、
環境にういて考えてくれる人を増やします。また、
DEP内での連携にも力を入れていく必要があると感
じました。現在はりンケから他のプロジェケトのホーム
ページにとべるようになっています。
「言語に関係なく写真や絵によって人々の環境意

識向上につなげたい」という意●,M

図の下E・Dh0のサイトを作り始■安旦臣智
めました。今年1年、活動で撮っ
た写真を少しずつ、コメントと共
に載せてきました。現在は写真
しか載せていませんが、今後は
写真を使ったコンテンツを増や
し、小さい子どもから大学生まで■■助
様々な年齢層の人に見ていた

だけるようなサイトを運営していきたいと思、つていま
す。

当日の運営の仕方や子どもたちとの接し方など、不
安な点はありましたが、最後は子どもたちやその保護
者の皆さんから「ありがとう」「楽しかった」と言ってい
ただき、メンバ^参加者と一緒になって楽しめたと
思います子どもたちが環境や自然に関心を持ってく
れたらという思いから始まった企画でしたが、私たち
の葉に熱心に、それでいて楽しそうに耳を傾けてく
れる子どもたちの様子を見て、この企画をやってよか
つたと思いました。

巾闇桜告会では他のプロジェクトの活動を知るこ
とができ、また自分たちの活動を見つめ1貞し、これ
からの活動について改めて秀える良い機会となり
ました私たちも他のプロジェクトの方から、環境
MAPについては留学生との交流を深めつつごみ拾
いをしたら良いのではないか、ホームヘージについ
てはまず同志社生に見てもらえるような上火が必
要ではないか、などと今後の活動へつながるアドバ
イスをいたたきました

私たちの手で多くの人へ

Eph0のサイトを立ち上げてから1年は活動で撮っ
た写真をホームヘージに蔵せてきました。運営を始
めて1年なので、今後多くの人々にホームヘージを
見てもらえるよう取り組んでいく必要があります。来年
度はアクセスカウンターをつけるなどして、実際にど
のくらいの人がサイ陀訪れてくれたかがわかるよう

踏み出したを、

次の一歩へつなために

1年間の活動予定を事前に決定していたため、
今午度開始適後は、ロジェクトの活動も順調に進
むと思っていましたしかし、想定外の活動の多さ
と人員不足から、予定通りに活動を進めることがで
きない時期もあり、計画を実行することの難しさを
知りました。結果として、日頃のミーティング、HPの
更新、環境MAP・写真の撮り方講座という企画の
実施回数など、ひとつひとつの活動に予定してい
たほどの力を注ぐことができませんでした。しかし、
このような状況の中でも、メンバーの成長を見ること
ができました。開始直後よりもメンバーが自分の意
見を発言するようになり、自ら進んで関わっていくよ
うになりました。今後は、ゆとりをもった計画を立て
ることはもちろんですが、メンバーがさらに主体的に
参加することを望みます。

四

中間報

中間報告会

E-ph0のホームヘージは、血tro、 photo、 content、
Q&Aという4つの部分に分かれています。主に写真
を使った運営を特徴としています。1ntr0では
E-pho、 DEP、ローム記念館プロジェクNこー)いての
説明が書かれていて、私たちの紹介となっていま
す。phot0ではE-ph0メンバーが環境MAPなどで撮っ
た写真を撮影者のコメントと共に載せています。
ContenUこはまだ何もありませんが、写真を使ったも
のを今後あげていく予定です。Q&Aではよくある質
問のほか、お問い合わせができるようになっていま
す

中問報告会は,同志社口ーム記念館プロジェクト
に所繍する各プロジェウトが活動を報告する場で
す今年は今後の活動についてプレゼンテーショ
ンをした後、今までの活動や制作物を見せ合い、
意見交換を行いました

会
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学年別座談会
1回生座談会は全学年最多の9人で行われました。参加
者は九里、豊島、中島(裕)、森地、若林、韓国人留学生
のひょく、ひょん、ゆん、そして富士田です。テーマは
n回,髭からみた21"1生」でした

九里)個人じゃなくて、 2回生の全体的なイメージとか
ある?

豊島)2回生はすごく個性的だから、つのイメージで
まとめるのは難しいな一 2回生全員の共通点っ
てないかな?

中島)やるときはやる!
全員)あー(納得)。
森地)ふざけるときはふざけるけど、真面目なときはと
ても真面目で、メリハリのある人が多いよな

ひょく) 2回生といえぱ、渡辺さん! n月からDEI,リー
ダーになったよね。

ひょん)リーダー選挙の前に人人と対談の場を設け
てくれたのが印象的だったな D肝をどうした
いかが明確に伝わってきてD即を自分のことの
ように老えてくれて

ゆん)しかも人の意見をちゃんと汲み取ってくれる人だ
つて感じた!

若林)話脚いてくれるのが上手だから、安心して何でも
相談できるよね。

富上田)それに、みんなの意見を士手にひろってまとめ
てくれる。ファシリしている会議とか見てて、
凄いなって思、うよねそう、心強いりーダーつ
て感じ!

全R)心、強いりーダー!!

2回生座談会の参加者は、渡辺、吉永です。テーマ
は個別P」の1つであるCCのすごいところ」でした。

渡辺)所属人数が多いから、みんながとっても楽しそ
うだし、会議の雰囲気もいいよな。人数が多いか
らといってダレてしまうこともない!

吉永)そうそう!今年はワーケショップ、イベントに
おいてCCメンバーの役割分捫をしっかりすること
を意識したおかげかな。それに、留学乍の加入も
あって、モチヘーションを維持できたこともよか
つたと思う。でも、昨年を思い返すと、GCは国
際交流サークルに比べて交流が少ないことに問題
意識を抱えてたなあ。
渡辺)そのせいで、留学生へのイベントの広報は留学
生の知り合いが多い人に頼りすぎてたもんな。
吉永)うんそれで今年は普段から留学生との交流会
を開催して留学中とのつながりをつくった。その
おかげで、留学生が積極的にイベントにも参加し
てもらえるようになったよね
渡辺)留学生が加入によってCC内の価値観が多様化し
てGCがさらに発展していくことが楽しみ!
吉永)私もj日本からだけじゃなく、附学乍からの視
も人れることができると思う

渡辺)じゃあ、企画を振り返って思うことは?俺は、
コカコーラ企画で環境」十「楽しむ」つていう
環境以外の要素も入れ込んだのはいいと思った。
吉永)でも、クリスマス企画のときはりハーサル不足
だつたかな。他にも、ファシリテーション能力と
かまだまだレベルアッフできることがありそう!

4回生座談会参加者は、栗原、下山、河、吉本です
テーマは後粧のすごいところ」でした

栗房D 今年、大活躍やった伽Pメンバーつて誰やろう??
下1.11)うーん、、、 3回生の森じゃない?森も頑帳ってた
し、あいつが所属してる環境教ガプロジェクト+E
の企画もよかったよ!
河)私も森くんと緒に+Eで活動してたけど、彼のい
いところは企画に参加してくれるfどもⅡ線で考
えることができるところかな。

栗原)面白いアイディアが出ると、ノリノリになるしね
(笑)

吉本)環境教育の企画を考えるにあたって、対象である
子どもたちのことを考えることはとても大事なこ
とやね。身近な諾と結び付けれないか、どういっ
た反応を返してくるのか、興味を持ち楽しんでく
れるか。子どもたちの目線に立つことが出来るか
らこそ、企画を通して"分たちの戀いを伝えるこ
とができると思うよ。

栗原・下山・河)確かに!!
河)でも、森くんの場合、彼自身がちょっとイどもっ
ぽかったよ(笑)

下山)あいつ、突っ込みどころ満載やからな(笑)
栗原)そういえぱ、森くんは、会議小もみんなが発し
やすいようにホをかけてたみたい!みんなが話せ
たことで、会議の雰囲気がすごく良かったってき
いた。

下山)あいつ、すごいじゃ凡!
吉本)+E、いいな~!!

1回生

4回生

2回生

3回生

1田'

3回生座談会参加者は、長山、田避、森、川島です。テ
ーマは、外側から見丈_EDh&内側か』見ナ加でし
た

長田)俺最近入ったんだけど、 E-Dh0つてどんな活動して
いるかわからないんだー。

田逃) トサイトを用いて環境啓発を行なっているプロ
ジェクトだよ。今午度でξのプロジェクト。

女Ⅲ)へえー、新しいプロジェクトなんだねえ。やってる
ことも面白そうつ

森)確かに!を使えぱいろんな活動が出来そうだね。
川島)今年1年間どうだったの?
田邊)体制を踏え試行錯誤した1年目と比べて、フォトサ
イトが完成し、方針も定まって「環境MAP作り」や
「写真の撮り方講座」「京田辺祭の出店」とかたく
さん企画できたし、フォトサイトの充実に向けて
上進した感じかなあ。

川島)いいねえ環境MAPはE・Dh0のフォトサイトの中でも
重要なコンテンツのつだよね同志社大学周辺の
どこにどんなゴミが落ちているか分かれば、ゴミに
ついて考える良いきかけになりそう。しかもネッ
トを使うからたくさんの人に知ってもらえるよな。

森)メンバーつてどんな感じ?
田処)新しく入った1 21可生がとても頑張ってくれている
ね。これからがとても楽しみ!!

長田) E・ph0はまだまだ成長の可能性のあるプロジェウト
なんだねよくわかったよ。二れからも、 E-ph0の
フォトサイトをチェッケしてみるね

田避)よろしく~ちゃんと更新できるようπ嘉張ります。

経済学部
FourHのNAISで納将できる成果を出す

文化情報学部
なにか、将来に側わる大きな臼標を見つける!

編集長より

まず、今年度の年問報告書の作成にご尽
力いただきました全ての皆様に感謝いたしま
D即年月で編集長という大仕事をやり
きることができましたのもみなさまのおかげで
あると思、つています。
どうすれぱ、いいモノが作れるか。どうすれ
ぱ、DEPの魅力を最大限に発信できるかに
ついて考えながらの作業は、私自身にとって
とても大変な中にも毎日がやりがいに満ちて
いました。
この年問柊告書を手に取るすべての人々
にDEPメンバーひとりひとりのキラキラが1工わ
れぱ幸いです

スポーツ健康学部
留学牛ということを乍かして州学生たちと
もっと触れ合えるように頑張りたい!
そして、 DIPに役立てるように顧畿る!

森地売太
経法学部

・回生の時よりさらに充火した生恬をしたい。

4回生

加Pメンバー来年度への意気込み
21^・翠

1件 1 川イi希 f
法学部

ちゃれんじP('・ω・')q

順野"絵
法学部
ケズにならない

奥川知典
法学部

もうとまともに生きる!

文化惰報学部
すへてのことを

頑張る年を過ごしたいです!

川島弘銅
雜涜学部

DEPの長老として頑張ります

杉油和愈
*命恢科学部
妥協しない!!!

法乍部
脱女子、帥上力向上
充実した話動をⅡ斯す

グローバルコミュニケーション学部
ハイトにも勉強にも充実した1年にしたい!
また、GCでの活動も朝杯頑帳"ます!!

森誠:郎
即r学削

やる気スイッチを探します

,り'篤規
経済学部

DEPで学んだことを違う場所で恬かす

耽'ι111梨{1

払学部
知識、判断、 h動、修,11。
ま●'は,インプットしまくる!!

架嫌和古
卵工学部
自分の周りから、

愛仙でいう1士、ψ)環境に!

3回生

新メンバー募集

小品仙太部
卵工学部

{白々な血でDEPを嘘り"ナる存作にな"たい!

経許学部
謙虚さと向に.Dを常に持ちながら
地域を飛び出す公馬共として
練川を良くする企画を3本逓す!

環境問題に関心のある方はもちろん、環境教脊・国際交流・ま
ちづくり・写真・webサイト製作に少しでも興味のある方は下記の
連絡先までご連絡ください。メンバーは随時募集しているので、
いつでも活動について説明をいたします。

D即の特徴

1、サークルではない、大学組織だからできる大規模な活動!
2、多学部、多学科、多様なメンバー
3、自分のスキルUPもできる!

.0 .1仏ル: dep.asumi@gmail.com
ⅡP:http://eco-pro.doshisha、ac.ル 需

詞女現代礼会学部
ゆと"をもつ。

法学部
央敗してもめげずに頑張る!

"'11111,rt
見 1.学部

来作は社畜になりたいです!奘

商学部
負けない!!

訟学部
GPA挽1""!

渡辺太樹
即t学部
今年こそ脱猫1,,

悦ネガティブを目擶します!

久野貞,山 r
耗涜学部
器を広げる

段f学部
来'1度は、典味本位たけでなく,
将来につな力{るような活動がしたい

学
年
別
座
談
会
&
編
集
後
司


